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新
し
い
年
を
迎
え
会
員
の
皆
様

に
は
益
々
ご
溝
祥
の
事
と
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。

母
校
に
お
き
ま
し
て
は
校
舎
西

側
に
新
武
道
場
の
建
設
が
進
め
ら

れ
、
新
学
期
ま
で
に
そ
の
完
成
が

見
ら
れ
る
と
の
華
で
あ
り
ま
す
。

一
方
、
同
窓
会
で
は
ま
ず
組
織

の
強
化
に
力
を
注
ぎ
ま
し
た
結
果

約
二
千
名
の
会
員
を
有
す
る
熊
谷

支
部
で
は
、
現
支
部
長
様
始
め
有

志
の
方
々
の
ご
努
力
に
よ
り
再
構

築
の
メ
ド
が
た
ち
ま
し
た
。
又
、

藤
田
支
部
、
今
井
支
部
で
も
新
支

部
長
の
誕
生
を
見
、
活
発
な
活
動

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

更
に
、
「温
故
知
新
」
を
提
唱

（会
報
２２
号
）
致
し
ま
じ
た
処
、

桐
生
在
住
の
石
田
氏
の
お
力
添
い

で
、
図
ら
ず
も

「温
故
畿
誌
」
に

郷
土
の
偉
人
塙
保
己

一
検
校
と
旧

制
中
学
校
校
歌
と
の
係
わ
り
あ
い

に
つ
い
て
の
一
文
が
掲
載
さ
れ
、

全
国
に
紹
介
さ
れ
た
の
を
知
ら
さ

れ
ま
し
た
。
先
人
の
着
眼
点
の
素

晴
ら
し
さ
に
感
じ
入
り
ま
し
た
の

で
敢
え
て
本
号
に
紹
介
さ
せ
て
戴

き
ま
し
た
。
次
ベ
ー
ジ
を
ご
参
照

下
さ
い
。

又
、
昨
年
は
母
校
創
立
七
千
五

周
年
に
当
た
り
ま
し
た
の
で
、
秋

の
彼
岸
、
長
年
の
懸
案
で
あ
り
ま

し
た
歴
代
同
窓
会
長
の
基
参
に
本

部
役
員
全
員
で
行
き
、
遺
徳
を
偲

ん
で
参
り
ま
し
た
。

尚
、
四
ペ
ー
ジ
記
載
の
方
々
を

加
え
ま
し
て
終
身
会
費
納
入
者
も

四
千
名
の
大
台
に
乗
る
事
が
出
来

ま
し
た
。
ご
協
力
に
対
し
心
よ
り

感
謝
中
し
上
げ
ま
す
と
共
に
な
お

一
臓
の
ご
支
援
を
お
願
い
申
し
止

ザ
ま
す
。

処
で
、
今
年
は
私
を
含
め
高
等

学
校

一
回
生
に
と
っ
て
は
卒
後
五

十
年
の
記
念
す
べ
き
年
で
あ
り
ま

す
。そ

こ
で
全
員
九
月
の
学
校
祭
の

日
に
久
し
ぶ
り
に
母
校
に
集
合
し

よ
う
と
呼
び
掛
け
る
事
と
何
か
母

校
に
寄
贈
し
よ
つ
と
云
う
率
を
決

定
致
し
ま
し
た
「
後
輩
の
諸
君
も

是
非
こ
の
事
業
を
継
続
し
て
頂
き

た
い
と
念
撤
致
し
て
お
り
ま
す
。

終
り
に
、
八
十
周
年
誌
に
は
各

部
Ｏ
Ｂ
会
及
び
同
期
会
の
活
動
状

況
を
掲
載
致
し
ま
す
。
ご
連
絡
を

お
待
ち
申
し
上
げ
ま
す
。

支
部
長
会
議

・

新

年

会

等

日

程

二
月
十
五
日
（田
）

於

五
州
園

一
、
支
部
長
会
議
　
午
後
五
時

二
、
記
念
音
楽
会
　
午
後
四
時
半

０
演
奏
家

琴
　
　
　
下
蟹
戸
亜
弓
高
３４

フ
ル
ー
ト
　
萩
原
順
子
高
３９

共
に
芸
大
卒

二
、
新
年
会
　
　
　
年
後
五
時

会
費
王
、
Ｏ
Ｏ
Ｏ
円

※
総
会
は
六
月
母
校
に
て
開
催

予
定

中

図

書

寄

贈

一

Ｐ
８
１
●
―
―
―
―
―
―
―
，
Ｐ
，
１
，
１
１
１
１
１
８
Ｌ

著
者
　
相
川
直
之

（高
６
）

「小
企
業
経
営
学
」

「中
小
企
業
事
情
」

「中
小
企
業
は
遊
撃
す
る
」
他

卒
後
半
世
紀
を
迎
え
る

同
窓
会
長一戸

谷

鴛牟
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克
！

一
日
卒
）

原

多
喜
男
氏

（本
中
十
九
回
卒
）

受
章
さ
れ
る

本
年
十

一
月
二
日
勲
四
等
瑞
宝

韓
（教
育
）を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

先
生
は
束
一昼
品
師
卒
業
後
、
昭

和
二
十
五
年
四
月
よ
り
八
年
間
母

校
で
教
鞭
を
と
ら
れ
、
そ
の
後
、

県
内
で
数
校
の
教
員
、
児
玉
高
校

長
、
浦
和
東
高
校
の
開
設
等
を
歴

任
さ
れ
、
熊
谷
高
校
長
を
最
後
と

し
て
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
誠
笑
で

情
熱
的
な
教
育
を
実
践
し
て
生
徒
、

地
域
の
信
望
が
厚
く
、
敬
愛
さ
れ

て
お
り
ま
す
。
同
窓
会
員

一
用
心

よ
り
お
祝
申
し
上
げ
ま
す
。

串
幹
申
韓
や
や

球

寺
申

本
部
・支
部
役
員

幸
韓
韓
串
球
申
串

や
寺

会
　
長
　
一戸
谷
　
全
克
　
　
一品
Ｉ

副
会
長
　
立
川
　
大
作
　
　
中
９

副
会
長
　
高
木
　
敏
子
　
　
女
８

副
会
長
　
溝
水
　
　
貨
　
　
中
湾

副
会
長
　
番
脚
　
建
治
　
　
隠
２

副
会
長
　
塚
越
　
寿
衛
　
　
一品
２

副
会
長
　
竹
並
栄

一
郎
　
併
中
２

副
会
長
　
一戸
谷
洋

一
郎
　
　
一出
１４

副
会
長
（教
頭
）芹
川
　
真
海

副
会
長
（教
頭
）韮
塚
　
光
麗

会
　
計
　
内
野
ヨ
シ
ユ
　
　
女
１６

会

詩
　
膳
水
　
正

一　
　
一品
６

監
　
事
　
江
原
　
溝
苦
　
　
一凸
４

監
　
事
　
竹
内
想
美
子
　
　
高
６

顧
　
聞
　
岡
　
　
祐
孝

顧
聞
（校
長
）郷
願
　
康

一

露

本

町
　
卜
部
　
義
典
　
馬
１

泉
　
　
町
　
竹
並
栄

”
郎
併
や
２

上
　
　
町
　
境
野

　

継
　
高
２

照

若

町
　
飯
野
　
利
衛
　
中
門

仲
　
　
町
　
中
組
　
摘

一　
中
１９

七

軒

町
　
町
出
　
一
徳
　
高
５

本
　
　
町
　
失
代
　
和
正
　
一Ｈ阿
６

台
　
　
町
　
松
本
　
敬

一　
定
１

繭

本

町
　
村
獅
敬
次
郎
　
中
２２

末

広

町
　
野
枝
　
蔦
治
　
一的
６

諏

訪

町
　
井
上
　
目
守
　
中
２２

朝

日

町
　
内
藤
　
　
明
　
一品
３

藤
　
　
鵬
　
宮
崎
　
興
憲
　
一出
４

仁
　
　
手
　
橋
鳥
　
好
正
　
一凸
３

旭
　
　
亀
胴
　
本
ｉ
　
↓品
４

北
　
　
衆
　
門
倉
　
義
久
　
中
脱

ハ
”
　

井
　
鈴
本

　

弘
　
中
１８

児
　
　
玉
　
苦
観
　
建
治
　
一品
２

美

　

興
　
春
山
　
一
ｒ
一　
高
３

紳
　
　
川
　
金
井
　
久
直
　
中
２２

神

　

泉

新
井

従
信
　
中
１５

上
里
神
保
原
　
森
村
　
信
行
高
１４

上
里
賀
美
　
小
野

英
彦

閉
１４

上
里
七
本
本
　
斎
藤
　
勝
次
高
Ｍ

上
里
長
幡
　
小
柳
　
華
政
　
高
１０

岡
　
　
部
　
茂
本
　
　
韓
　
中
１４

寄

　

層

松
本
　
恭
二
　
高
２

深

　

谷

清
水

　

賞

中
１９

熊
　
　
谷
　
西
村
　
茂
雄
　
中
１７

県
庁
県
南
　
中
居
　
武
夫
　
高
５

伊

勢

崎

士
湿
甘　
唯
志
　
一出
規

新
　
　
町
　
高
嶋
　
壺
皓
　
高
６

凍
　
　
一泉
　
露
霞
　
一二
郎
　
中
４

本
度
市
役
所
戸
谷
洋

一
郎
　
高
１４

エ
ー
ザ
イ
　
北
川
　
　
炭
　
高
１１

沖

電

気

村
岡
　
徳
英
　
一品
１５

児
玉
郡
市
教
職
員

嫌智
流
綾
品
８
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新

た
な
飛
躍
を

平
成
十
年
、
新
し
上
管
を
迎
え
、

田
窓
生
の
皆
々
様
に
は
ま
す
ま
す

ご
持
栄
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上

げ
ま
す
。

工

一
世
紀
を
数
年
後
に
躍
・え
て
、

世
の
中
の
動
き
は
ま
す
ま
す
激
し

く
な
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。
本
庄

一品
校
も
こ
う
し
た
渦
中
に
あ
っ
て
、

七
〇
有
余
年
の
輝
か
じ
い
伝
統
を

引
き
継
ぎ
な
が
ら
も
、
新
し
い
時

代
を
担
う
人
材
を
難
出
す
べ
く
、

さ
ら
な
る
飛
躍
を
目
指
し
て
教
職

員

↓
洞

一
丸
と
な
っ
て
日
々
精
進

し
て
お
り
ま
す
。

現
在
の
生
徒
の
現
状
は
、
ほ
と

ん
ど
の
生
徒
が
進
学
希
盟
で
あ
り
、

生
徒
の
希
望
を
実
現
す
る
た
め
、

逃
路
指
導
に
力
を
注
ぎ
、
そ
の
一

環
と
し
て
、
基
礎
学
力
の
充
実
を

図
る
た
め
の
朝
テ
ス
ト
。
始
塞
削
、

放
課
後
の
補
習
授
業
等
に
も
力
を

入
れ
て
お
り
ま
す
。

一
方
、
部
活
動
で
も
、
乗
道
、

弓
道
は
、
県
北
大
会
で
は
優
勝
者

を
出
す
な
ど
の
活
躍
を
し
て
お
り
、

学
校
長
　
郷

！原
　
康

そ
れ
ら
の
活
躍
ぶ
り
は
、
別
記
部

活
動
の
紹
介
の
通
り
で
す
↓
ま
た
、

生
徒
た
ち
の
友
構
や
人
間
を
磨
く

場
と
し
て
、
文
化
祭
な
ど
行
事
の

充
実
に
も
力
を
注
い
で
お
り
ま
す
。

一種
校
生
態
君
が
、
こ
う
し
た
本

威
高
校
の
伝
統
を
よ
く
理
解
し
、

よ
り
良
い
人
格
の
形
成
が
な
さ
れ
、

本
当
の
実
力
の
養
成
が
な
さ
れ
れ

れ
ば
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

同
窓
生
の
皆
様
に
は
、

一
層
の

ご
支
援
ご
指
導
を
お
願
い
す
る
と

と
も
に
、
今
後
ま
す
ま
す
ご
活
躍

さ
れ
る
こ
と
を
祈
念
中
し
上
げ
る

次
第
で
す
。

古

曳

保

正

私
が
本
庄
高
校
に
校
長
と
し
て

在
職
し
た
の
は
昭
和
二
十
五
年
四

月
か
ら
二
年
五
カ
月
の
間
で
し
た
。

赴
任
し
た
時
の
年
齢
は
四
十
四
歳
、

柔
道
七
段
で
し
た
。
学
校
の
機
に

あ
る
空
っ
風
の
吹
く
松
原
の
中
の

官
舎
に
中
谷
先
生
、
佐
野
先
生
、

飯
塚
先
生
と
隣
り
合
い
で
住
み
ま

し
た
。活
気
の
み
な
ぎ
る
校
風
で
、

先
生
方
に
も
さ
む
ち
い
が
多
く
、

暖
か
い
Ｐ
Ｔ
Ａ
で
し
た
。

本
度
高
校
を
去
っ
て
か
ら
の
私

は
、
女
子
バ
レ
ー
全
国
制
覇
と
い

う
黄
金
時
代
の
久
喜
高
校
、
柔
遣

で
県
大
会
優
勝
の
栄
冠
を
手
に
し

た
川
日
高
校
と
、
幸
選
に
意
ま
れ

て
過
ご
し
、
昭
和
四
十

車
年
に
退

職
し
ま
し
た
。
昭
和
三
十
四
年
か

ら
退
職
の
前
後
を
通
じ
十
四
算
脚
、

金
田
高
校
柔
道
大
会
の
審
判
員
を

務
め
ま
し
た
。
昭
和
四
ヤ

一
年
の

退
職
と
同
時
に
東
京

・
水
道
橋
の

講
道
館
に
勤
務
し
、
毎
日
柔
遺
着

を
着
て
適
場
に
立
つ
幸
福
な
生
活

を
十
五
年
間
続
け
ま
し
た
。
昭
和

六
十
二
年
に
柔
館
九
段
に
列
せ
ら

れ
ま
し
た
。

今
は
、
楽
し
か
っ
た
柔
遺

一
代

の
生
活
に
別
れ
を
告
げ
、
息
子
夫

婦
と
浦
和
市
に
住
み
、
散
歩
と
昼

寝
を
仕
事
に
し
て
い
ま
す
。
あ
と

一
カ
月
で
九
十
二
歳
で
す
が
、
職

場
の
仲
間
が

一
人
ず
つ
減
り
小
学

校
の
友
選
は
既
に
皆
無
に
近
い
の

で
と
て
も
淋
し
い
思
い
で
す
。
ど

う
ぞ
皆
さ
ん
、
仲
間
の
た
め
に
も

元
気
に
生
き
て
く
だ
さ
い
。
（述
）

（社
）温
故
学
会
発
行

『温
故
叢
誌
』
第
五

十

一
号
（平
成
九
年
十

一
月
）
に
母
校
旧
制
中

学
校
校
歌
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
し
た
の
で
、

改
め
て
田
田
先
生
を
偲
び
、
歌
調
に
つ
い
て

の
先
生
の
ご
解
説
を
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

田

田

正

義

松
は
縁
に
八
千
草
匂
ひ

児
玉
の
原
の
歴
史
は
長
し

学
校
の
付
近
は
勿
論
、
郷
土
盗
る
所
に
雑
本
林
と

共
に
鬱
蒼
た
る
松
林
が
繁
茂
し
て
、
四
時
漁
ら
ぬ
緑

を
見
せ
て
届
る
。

柄
し
て
広
髪
限
り
無
き
武
蔵
野
の
原
に
は
種
々
の

花
が
四
季
共
に
其
の
番
を
競
い
、
其
の
期

金泰
し
い
）

を
争
う
て
雄
大
な
る
平
野
に
色
彩
を
添
へ
て
居
る
。

児
玉
の
名
は
、
和
名
抄
に
古
太
万
と
識
し
て
あ
る

と
こ
ろ
の
構
い
名
称
で
あ
る
。
今
は
郡
の
名
と
な

っ

て
居
る
。
明
治
二
十
九
年
児
玉
、
那
河
、
賀
美
の
王

郡
を
併
せ
て
児
玉
部
を
置
い
た
。
面
積
十
方
里
二
町

■
八
村
を
有
し
て
居
る
。
開
に
魏
較
た
る
秩
父
峯
を

仰
ぎ
、
西
に
は
神
流
川
、
北
に
は
洋
々
た
る
大
利
横

の
流
を
以
て
群
馬
県
に
界
し
、
東
は
大
翌
都
に
接
し

て
居
る
。
遠
く
は
浅
間
の
噴

煙
や
赤
城

・
株
名
の
運
出
を

望
み
、
又
樋
額
練
紗
の
間
に

筑
波
横
を
望
み
雄
大
な
眺
に

憲
み
、
其
の
歴
史
も
前
述
の

如
く
お
い
も
の
で
、
鎌
倉
以

来
の
戦
跡
も
諸
所
に
存
じ
英

雄
の
選
跡
に
昔
を
偲
び
感
慨

転
せ
切
な
る
も
の
が
あ
る
。

以
上
本
校
の
地
理
的
環
境

と
歴
史
と
を
述
べ
た
。

校

歌

に

つ

もヽ

て

埼玉縣立本庭中學被 校教
級 P ・工 お
お 様  々

心
の
眼
朽
ち
せ
ぬ
光
猛
き

ほ
ま
れ
は
武
蔵
七
党

児
玉
都
保
本
野
村

（現
在
金
巌
村
大
字
保
木
野
）

出
身
な
る
古
律
人
臨
保
己
一
大
人
の
作
業
は
今
更
蝶
々

す
る
を
要
し
な
い
。
其
の
法
論
を
和
学
院
殿
心
眼
智

光
大
居
士

（戒
名
）
と
云
ふ
。
英
の
態
敏
な
る
患
限
、

不
朽
の
事
業
、
何
時
ま
で
も
悪
等
の
欽
抑
描
か
ざ
る

所
で
あ
る
。

若
へ
其
の
武
勇
名
を
調
歌
さ
れ
た
武
蔵
七
党
中
児

玉
党
は
本
部
を
中
心
と
し
ヽ
猪
俣
党
は
部
内
猪
俣
に

住
し
丹
党
亦
本
部
に
及
ん
で
居
っ
た
。
か
く
て
七
党

の
精
粋
た
る
〓
党
が
、
此
の
地
に
住
し
て
居
っ
た
の

で
あ
る
。
我
等
の
組
先
は
か
く
文
武
二
通
に
秀
で
た

士
を
多
く
出
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

以
上
本
部
の
歴
史
的
人
物
を
文
武
ｉ
道
に
豆
っ
て

詠
ん
だ
も
の
で
あ
る
。

い
に
し
へ
人
の
勲
業
継
ぎ
て

本
庄
中
学
立
て
り
気
高
く

我
が
学
校
は
か
ゝ
る
古
人
の
勲
業
を
継
ぎ
て
気
馬

く
立

っ
て
居
る
の
で
あ
る
。
敵
に
我
等
は
此
の
光
輝

あ
る
歴
史
を
行
す
る
郷
土
に
生
ま
れ
た
の
で
あ
る
か

ら
、
其
の
功
績
を
継
ぎ
て
文
武
二
遣
に
精
避
し
て
郷

上
の
名
を
更
に
発
揚
す
べ
き
で
あ
る
。

（以
下
略
）

〔本
庄
中
学
校
校
友
会
誌
第
七
号

（昭
和
四
年
七
月
発
行
）
参
照
〕

邸
さ
仁
―
よ
船
食
轟
七
森
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写

真

部

志
瞬
の
シ
ャ
ッ
タ
ー
チ
ヤ
ン
ス
が
、

未
来
水
劫
の
強
術
作
品
に
―

新

聞

部

学
校
新
齢
を
年
四
田
発
行
予
定
。

部
員
不
足
が
悩
み
。
部
豊
天
募
集
。

図

書

部

粕
樹
祭
で
万
繋
集
の
発
表
。
引
き

続
き
万
葉
集
を
避
ぶ
精
神
で
話
動
。

放

送

部

お
昼
の
放
送

（校
内
外
の
ニ
ュ
ー

ス
な
ど
）
を
中
心
の
活
動
で
す
。

演

劇

部

主
囲
の
校
内
上
演
と
二
日
の
校
外

上
旗
を
中
心
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

美

術

部

油
絵
を
主
に
制
作
し
、
文
化
祭
の

他
、
二
回
の
校
外
展
を
実
施
。

書

道

部

門
文
連
祭
県
代
表
、
県
硬
筆
書
初

耀
特
別
賞
受
賞
、
県
外
会
冨
基
胞
。

吹

奏

業

部

埼
玉
県
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
Ａ
部

門
地
区
大
会
努
力
賞
受
賞
。

英

垂
田

部

毎
水
曜
日
に
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
ア
シ
ュ
リ

ン
さ
ん
と
英
会
議
を
し
て
い
ま
す
。

考

古

学

部

部
員
四
名
。
今
年
は
長
野
善
光
寺

平
で
野
外
研
修
を
し
、
発
表
。

生

物

都

生
物
採
集
と
飼
育
。
ウ
ミ
ホ
タ
ル

の
発
光
実
験
。
植
物
Ｑ
盤
額
登
食
。

化

学

部

自
然
界
に
お
け
る
六
角
形
物
質
の

安
定
機
に
つ
い
て
勉
強
中
で
す
。

社

研

部

今
年
は

「胎
内
巡
り
」
を
テ
ー
マ

に
、
網
穴
探
検
を
し
ま
し
た
。

地

学

部

星
の
観
翌
を
中
心
と
し
て
、
皆
和

気
議
講
と
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

物

理

部

文
化
祭
を
目
標
に
、
ゲ
ー
ム
ソ
フ

ト
の
作
成
、
プ
ー
メ
ラ
ン
の
研
究
。

茶

道

部

文
化
祭
と
校
内
定
例
茶
会
こ
田
を

目
標
に
、
練
習
に
励
ん
で
い
る
。

弓
遺
部
男
子

県
北
大
会
個
人
優
勝
、
技
能
優
秀

貰
、
県
青
少
年
武
導
茶
一編
腸
等
。

弓
遣
部
女
子

関
東
大
会
県
予
選
二
回
戦
。
審
査

結
果
、
弐
段
十

一
名
、
」翻
堅
ハ名
。

剣

道

部

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
県
予
選
二
回
戦
。

男
子
王
名
女
子
六
名
ゴ
携
警
品
は。

柔

道

部

金
田
高
校
総
体
県
予
選

（個
人
）

ベ
ス
ト
８
少
数
精
鋭

・
孤
軍
奮
闘

サ

ッ
カ

ー
部

部
員

一
屈
金
力
を
あ
げ
て
母
校
の

誇
り
を
胸
に
努
力
し
て
い
ま
す
。

硬
式
テ
ニ
ス
部
男
子

今
年
は
県
大
会
に
単
に
二
人
、
複

に

一
組
出
場
で
き
た
。
快
挙
！

硬
式
テ
ニ
ス
部
女
子

県
高
等
学
校
テ
ニ
ス
競
技
新
人
大

会
個
人
戦
シ
ン
グ
ル
ス
県
大
会
出

場
。軟

式
テ
エ
ス
部

県
大
会
出
場
を
開
指
し
て
、
毎
日

練
習
に
肋
ん
で
い
ま
す
。

水

い泳

部

四
月
水
温
１８
度
か
ら
水
泳
開
始
。

毎
日
三
～
五
千
ｍ
楽
し
く
練
習
。

ス
キ

ー
部

現
在
部
員
十
名
。
県
体
、
市
民
大

会
等
に
出
場
し
て
い
ま
す
。

野

球

部

昭
和
ｉ
十
年
代
の
栄
光
を
取
り
戻

す
よ
う
日
夜
努
力
し
て
い
ま
す
。

ソ
フ
ト
ポ
ー
ル
部

二
年

一
名

一
年
八
名
計
九
名
で
県

大
会
出
場
で
き
る
よ
う
努
力
中
。

体

操

部

県
北
部
唯

一
の
体
操
部
で
す
。
伝

統
を
引
き
継
い
で
頑
張
っ
て
ま
す
。

卓

球

部

一
年
生
は
部
員
不
足
な
が
ら
、
男

女
と
も
近
年
に
な
く
練
習
熱
心
。

陸
上
競
技
部

学
総
体
は
多
数
県
大
会
へ
触
場
。

関
東
、
全
国
に
向
け
精
進
中
。

パ

レ
ー
ボ

ー

ル
部

男
子

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
予
逮
興
大
会
描
場
、

一
年
生
大
会
県
北
舞
主
位
の
成
績
。

パ
レ
ー
ポ

ー

ル
部
女

子

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
県
大
会
、
一
回
戦

大
宮
南
高
校
に
勝
ち
二
回
戦
進
出
。

パ
ス
ケ
ッ
ト
ポ
ー
ル
部
男
子

連
続
県
体
出
場
を
め
ぎ
ビ
顧
張
っ

て
い
ま
す
。
部
員
数
四
十
人
。

バ
ス
ケ
ッ
ト
ポ
ー
ル
部
女
子

県
北
大
会
六
位
、
部
員
三
年
七
名

二
年
九
仏

一
年
八
名
計
上
■
幽
名

で
す
。ワ

ン
ダ
ー
フ
ォ
ー
ゲ
ル
部

学
校
総
合
大
会
開
東
大
会
予
選
、

県
新
人
大
会
出
場
。
合
宿
箕
施
等
。

柏
構
祭

（体
育
祭
）
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つ
い
て
お
願
い

親
愛
な
る
会
員
の
皆
様
、
私
達
は
母
校

へ
の

寄
与
貢
献
と
会
員
相
互
の
親
睦
向
上
を
念
願
に

努
力
し
て
お
り
ま
す
が
基
礎
財
源
は
年
会
費

（壱
千
円
）
又
は
終
身
会
費

（壱
万
円
）
で
あ
り

ま
す
。

未
納
の
方
の
御
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
る

次
第
で
す
。
会
費
ご
納
入
の
際
に
は
必
ず
ご
送

付
申
し
上
げ
た
振
込
用
紙
を
ご
使
用
下
さ
い
。

な
お
念
の
た
め
加
入
者
名

・
□
座
番
号
を
お
知

ら
せ
致
し
ま
す
。

加
入
者
名
　
埼
玉
県
立
本
鹿
高
等
学
校
同
窓
会

□
座
番
号
　
Ｏ
〇

一
三
〇
―
六
―
一
八
七
０
主
０

【女
２０
】
高
稲
和
子

【女
２‐
】
並
木
ま
さ
子

【女
２２
】
小
此
木
千
代
子

【女
２３
】
柴
購
ツ
ネ
子

憂
品
ｉ
】
森
館
守

一

【高
２
】
小
柚
　
仁

！笠
原
光
男

【女
高
ｉ
】
荒
井
勢
津
子

！

【高
３
】
鈴
木
守
治

！
高
福

博

横
山
健

一
郎
　
苦
沢
崩

一

【高
４
】
岩
観
泰
穂
　
五
十
嵐
礼
子

小
審
定
之
　
罵
福
明
整

！
小
関
菊
江

！頼
島
憲
之

【轟
５
】
五
十
嵐
国
二
　
久
保
開
怜
子

鈴
木
幸
子
　
松
井
利
司

【蔦
６
】
番
日
光
子
　
小
林
民
子

神
尾
久
子
　
渋
沢
利
夫

金
予
迪
代
　
中
村
　
正

野
田
　
晃
　
野
沢
主
子

森
田
倭
祐

【品
７
】
篠
原
ミ
ヨ
　
竹
並
澄
江

小
和
盟
貫
夫
　
坂
野
導
作

大
塚
町
子
　
一主
田
啓
子

生
形
ま
つ
代

凍
島
８
】
若
沢
好
子
　
閃
根
ま
さ
江

寓
野
と
，
子
　
浦
水
光
雄

田
日
敏
行
　
糠
場
増
次

茂
木
修

一　
中
里
革
美
ヨ

【高
９
】
大
竹
重
情
　
小
浮
正
美

木
暮
登
茂
代
　
碓
氷
芳
子

競
田
洋
平

【高
１０
】
阪
上
親
子
　
阪
上
畠
二
郎

轟
野
賢
次
　
日
方
節
子

堀
米
秀
子

【高
１１
】
大
塚
美
智
江
　
水
越
様
子

千
葉
紀
代
子

難
月
英
代

今
井
英
子
　
鹿
野
紀
子

百
瀬
千
癖
江
　
秋
葉
橋
久
子

飯
島
離
子
　
松
放
美
代
子

浅
見
格
子
　
湯
渋
陽
子

【高
貶
】
梅
澤
茂
雄
　
横
阻
タ
ガ
子

小
林
初
雄
　
松
村
有
ヤ

開
根
秀
夫
　
佐
野
公
子

11

30

【中
２４
④
】
石
井
俊
男
　
苦
澤
曽

【女
３
】
金
倉
正
子

【女
７
】
小
林
ミ
ヨ

【女
８
】
断
井
導
代
子

【女
１０
】
佐
藤
い
く
子

【女
１２
】
牛
久
保
ゆ
き
の

【女
お
】
猪
野
ワ
カ

【女
１４
】
鳥
羽
は
ま
　
本
吊
静
枝

戸
谷
あ
き
子

【女
お
】
浦
水
オ
キ

【女
拓
】
赤
木
目
事
　
新
丼
ア
キ

【女
ヤ
】
鈴
木
衣
江
　
堀
用
久
子

壌
川
う
た

【女
１８
】
川
品
子
代
　
福
田
み
つ
子

【女
１９
】
鈴
本
節
子

難
納
入
者
芳
名

懇
麟
）

Ｈ

９

●
４

●
１

～

Ｈ

９

●

【中
７
】
裁
野
捜
衛

【中
８
】
荻
野
　
溝

【中
抑
】
荒
非
高
誌

【中
Ｈ
】
な
谷
好
衛

【中
１２
】
牛
久
保
平
四
郎

【中
１３
】
星
野
　
稔

【中
１５
】
岡
　
光
弥
　
金
子
英
夫

【中
１７
】
川
瀬
韓
栄
　
西
村
茂
雄

原
　
利
治

【中
１８
】
小
林
昭
二

【中
１９
】
柿
沼
元
冷

【中
２０
④
】
関
根
松
平

Ａ中
効
】
斉
藤
照
大

【
中
２３
】
角
田
正
己
　
花
形
英
男

【中
２４
】
胸
村
和
摯

桜
井
税
子
　
法
野
磁
子

【高
１３
】
根
岸
八
千
代
　
根
岸
素
子

本
隅
克
代
　
中
武
三
男

提
島
棋
介

【
尚
１４
】
■
見
桃
子
　
久
保
田
雄

谷
川
澄
子
　
西
勝
睦
代

郷
　
秀
雄

【高
馬
】
千
災
秀
子
　
中
揮
溝
明

荘
塚
利
害
難

阿
久
沢
キ
ク
江

【高
１６
】
伊
藤
克
枝
　
渋
沢
適
躍

高
山
多
悪
江

【高
１７
】
板
頌
み
や
子
　
久
保
聞
兼
造

大
塚
幸
子
　
谷
川
友
子

田
村
松
枝

【高
１８
】
隅
岡
玄
宏
　
小
川
　
際

荻
野
英
夫
　
軽
川
光
枝

高
山
　
統

【高
‐９
】
飯
鳥
由
和
　
小
島
　
縛

水
上
旭
岳
　
山
本
富
子

【高
２０
】
石
坂
光
農
　
大
塚
正
義

高
橋
敏
徳
　
中
神
誠

一

【高
２３
】
森
田
丈
夫

【高
２４
】
福
島
幹
男

【高
２５
】
関
日
久
江

【
凸
２７
】
川
田
隆
作

【高
２９
】
鈴
木
俊
芙
　
柴
競
順

一
部

【高
３４
】
井
土
純
夫

【高
３８
】
茂
木
健
司
　
山
田
子
鶴
子

【篤
４‐
】
山
本
栄

↓

【高
４５
】
木
村
千
審
　
小
暮
　
敦

【馬
４６
】
長
谷
川
忘
美
　
蓬
　
薦
美

車
角
４７
】
桜
井
ま
さ
み

【高
４８
】
新
　
忠
士
　
鈴
木
澤

一
朗

田
日
寛
敏
　
朋
島
美
智
子

賀
井
美
奈
子

【定
４
】
栗
田
静
呑
　
茂
木
　
昇

【定
５
】
域
原
房
次

【
疋
７
】
根
岸
　
溝

【定
９
】
境
野
輌
平

【定
１３
】
一ぬ
観
　
弘
　
渡
辺
テ
ル
子

年
会
費
納
入
者

Ｈ

８

●
４

●
１

～

Ｈ

９

●
‐１

●
３０

【高
４８
】
芦
解
弘
子
　
飯
塚
　
学

五
十
嵐
和
半
　
石
森
牧
子

岩
佐
鍵
刊
　
大
見
祐
子

岡
田
か
お
る
　
小
原
　
紳

命
井
立
子
　
上
簾
輪
江

土
山
　
誠
　
川
隅
浩
司

木
村
　
充
　
小
幕
裏
監
子

小
林
兼
司
　
壌
谷
抵
機

柴
田
　
秀
　
鈴
木
共
桂

額
藤
丈
智
　
畝
川
箕
由
子

十
河
臣
光
　
武
井
純
哉

間
中
　
拡
　
組
部
井
訓
子

照
村
由
美
子
　
れ品
　
秀
行

中
島
定
義
　
良
鴻
大
介

仁
木
陽
子
　
根
岸
知
子

野
田
敷
史
　
野
沢
亮
介

馬
場
靖
浩
　
古
橋
曲
呑

保
科
友
紀
　
細
山
拓
也

増
村
泰
大
　
茂
木
　
練

茂
原
率
幸
　
森
　
秀
和

柳
　
智
恵
　
山
田
智
代

山
崎
聡
子
　
的
阻
知
弘

山
本
秀
夫
　
弓
町
孝
志

【扇
４９
】
相
川
哲
樹
　
相
川
道
大

育
本
　
一品
　
穐
出
雄
治

秋
曲
和
史
　
秋
曲
直
子

明
ケ
戸
☆
雄
　
新
　
典
大

新
井
蒸
広
　
石
井
武
志

石
井
健
村
　
一れ
舛
竜
児

石
聞
英
沙
子
　
石
森
深
営

伊
藤
園
子
　
今
井
　
梢

岩
鶏
結
美
　
岩
館
給
住

内
問
祥
乃

複
本
明
子

火
対
由
番
理
　
大
浮
友
来
子

大
野
武
則

大
堀
舞
衣

大
和
国
識
　
岡
安
正
額

小
川
明
子
　
奥
原
千
絵

香
川
幸
子
　
加
藤
沙
耶
番

川
題
真
奈
美
　
川
野
文
子

！　

　

始
池
孝
之
　
木
本
英
純

オ

久
保
―――
東
紀
　
興
間
機
介

．

栗
原
　
基
　
規
い澤
棋
理

小
久
保
出
紀
　
小
碁
千
景

小
坂
有
希
子
　
小
林
　
絡

小
株
大
介

小
林
撤
美

斎
藤
丈
士
　
関
藤
瑞
穂

関
藤
由
運
江
　
語
豚
労
幹

坂
本
恭
子
　
笹
原
裕
美

柴
鵬
智
絵
子
　
雄
群
鮭
ｉ

清
水
　
歩
　
浦
水
雛
慧

繰
楽
幾
子
　
鈴
木
し
の
ぶ

関
用
受
市
　
高
木
映
江

高
標
務
之
　
一尚
朋
寛
之

立
花
千
夏
　
円
沖
鴨
筆
人

閣
村
　
裕
　
鱒
　
隆
刊

中
沢
美
教
　
中
村
典
子

永
庭
真
曲
英
　
難
波
的
子

橋
本
　
故
　
長
谷
川
和
哉

長
谷
川
江
理
　
波
＝
野
和
生

療
用
大
輔
　
兵
掛
歩
夫

髭
布
近
真
弓
　
細
谷
玲
子

本
多
裕
子
　
，肌
川
悠
介

松
鵬
受
投
　
一一
上
洋
範

主
河
答
呑
　
光
栄
研
苦

営
下
　
治
　
宮
谷
有
盟
子

持
田
美
佐
子
　
森
―――
置
樹

森
田
憩
美
子
　
茂
＝
　
徹

失
崩
悟
昭
　
山
附
　
共

苫
川
珊
業
　
志
羽
仲
子

高
稲
聡

一
郎

【定
４７
】
森
阻
英
明

【定
範
】
新
井
美
子
代
　
大
谷
芯
美

加
藤
ゆ
か
，
　
仲
原
み
ど
り

主
浦
久
美
　
村
山
宜
広

山
口
隆
仁

「平
成
九
年
度

（
Ｈ
９
●“
●３０
迄
）

寄
付
者

一
覧
」

【中
２３
】
角
囲
拡
己

【闘
４８
】
新
　
忠
土


